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１
カ
月
の
医
療
費
の
自
己
負
担

額
（
食
事
代
や
保
険
が
適
用
さ
れ

な
い
分
は
除
く
）
が
高
額
に
な
っ

た
場
合
、
市
の
窓
口
に
申
請
し
て

認
め
ら
れ
る
と
限
度
額
を
超
え
た

分
が
後
日
、
高
額
療
養
費
と
し
て

支
給
さ
れ
ま
す
。

　

２
年
を
過
ぎ
る
と
支
給
さ
れ
ま

せ
ん
の
で
、
忘
れ
ず
に
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、　

歳
未
満
の

70

方
と　

歳
以
上
の
方
で
は
限
度
額

70

が
異
な
り
ま
す
。

医
療
費
が
高
額
に
な
っ
た
と
き
は
？

　　

同
じ
方
が
、
同
じ
月
内
に
、
同

じ
医
療
機
関
に
支
払
っ
た
自
己
負

担
額
が
限
度
額
を
超
え
た
場
合
が

対
象
で
す
。

　

外
来
・
入
院
は
別
計
算
し
ま
す
。

　

歳
未
満
の
方

７０
（
老
人
保
健
の
方
は
除
く
）

　

一
つ
の
世
帯
内
で
同
じ
月
に
２

１
、０
０
０
円
以
上
の
自
己
負
担

額
を
２
回
以
上
支
払
い
、
そ
れ
ら

を
合
わ
せ
て
限
度
額
を
超
え
た
場

合
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

１
カ
月
の
医
療
費
が
自
己
負
担

限
度
額
を
超
え
る
と
見
込
ま
れ
、

支
払
が
困
難
な
場
合
、
高
額
療
養

費
分
を
兵
庫
県
国
民
健
康
保
険
団

体
連
合
会
が
医
療
機
関
に
一
時
立

替
え
し
、
受
診
者
の
支
払
額
を
限

度
額
（
食
事
代
や
保
険
が
適
用
さ

れ
な
い
分
は
除
く
）
に
す
る
制
度

で
す
。

　

こ
の
制
度
を
利
用
さ
れ
る
に
は

月
ご
と
に
市
の
窓
口
に
申
請
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

　

医
療
機
関
に
よ
っ
て
は
制
度
利

用
の
受
付
を
さ
れ
な
い
場
合
、
ま

た
、
受
付
締
切
日
な
ど
も
あ
り
ま

す
の
で
事
前
に
医
療
機
関
に
相
談

く
だ
さ
い
。　

　

歳
以
上
で
昭
和
７
年　

月

７０

１０

１
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方

（
老
人
保
健
の
方
は
除
く
※
２
）

　

外
来
で
受
診
し
た
と
き
・
１
カ

月
に
支
払
っ
た
個
人
ご
と
の
自
己

負
担
額
の
合
計
が
限
度
額
を
超
え

た
場
合
、
入
院
し
た
と
き
・
入
院

と
外
来
の
自
己
負
担
額
の
合
計
が

限
度
額
を
超
え
た
場
合
が
対
象
と

な
り
ま
す
。

過去１２カ月間に高額療養費の支給があった回数
区　　　分

４回以降３回まで

77,700円139,800円＋
４６６，０００円を超えた医療費の１％

上位所得者
　　　※１

40,200円72,300円＋
２４１，０００円を超えた医療費の１％

一　　　般

24,600円35,400円住　民　税
非課税世帯

自己負担限度額（１カ月当たり）

※１　世帯内の国民健康保険被保険者の合計所得金額が６７０万円以上の世帯

※
２　

老
人
保
健
の
方
に
も
同
様

の
制
度
（
高
額
医
療
費
）
が
あ
り

ま
す
が
、
申
請
方
法
な
ど
が
異
な

り
ま
す
。

●
申
請
に
必
要
な
も
の

領
収
証
（
保
険
点
数
記
入
の
も

の
）
、
印
鑑
、
国
民
健
康
保
険
証
、

振
込
先
口
座
の
わ
か
る
も
の
（
郵

便
局
以
外
）

　

食
事
代
の
標
準
負
担
額
（　

歳
70

以
上
の
方
は
入
院
費
の
自
己
負
担

額
も
）
が
減
額
さ
れ
る
認
定
証
が

あ
り
ま
す
の
で
、
入
院
す
る
前
に

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
申
請
・
問
合
せ
〉

▽
市
民
課
国
保
医
療
係

▽
各
総
合
支
所
市
民
生
活
課
国

　

保
医
療
係

外　来　＋　入　院外来（個人ごと）負担割合区　　　分

72,300円＋
３６１，５００円を超えた医療費の１％
（４回目以降は４０，２００円）

40,200円2割一定以上所得者　※３

40,200円12,000円

1割

一　　　　　　　　般

24,600円
8,000円

低　所　得　者　Ⅱ
（住民税非課税世帯）

15,000円低所得者Ⅰ（住民税非課税世帯
で世帯の所得が一定基準以下の方）

自己負担限度額（１カ月当たり）

※３　世帯内に課税所得が１４５万円以上の老人保健対象者または７０歳以上の国民健康保険被保険者がいる方

高
額
療
養
費
支
払
資
金

貸
付
制
度
に
つ
い
て

住
民
税
非
課
税
世
帯
の

方
が
入
院
す
る
と
き
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加
入
手
続
き
を
お
忘
れ
な
く
！

　

公
的
年
金
制
度
に
は
、
国
民
年

金
・
厚
生
年
金
保
険
・
共
済
組
合

が
あ
り
、
日
本
国
内
に
居
住
す
る

　

歳
か
ら　

歳
ま
で
の
す
べ
て
の

２０

６０

人
が
、
「
国
民
年
金
」
に
加
入
し

将
来
共
通
の
「
基
礎
年
金
」
を
受

け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

つ
ま
り
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
や
Ｏ
Ｌ
、

公
務
員
を
対
象
と
し
た
、
厚
生
年

金
保
険
・
共
済
組
合
の
年
金
制
度

に
加
入
し
て
い
る
方
も
、
国
民
年

金
に
加
入
し
て
い
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

■
人
生
の
節
目
に
は
手
続
き
を

　
　

歳
に
な
っ
た
と
き
、
就
職
や

２０
退
職
、
転
職
、
結
婚
な
ど
の
人
生

の
節
目
に
は
、
年
金
制
度
の
加
入

や
種
別
の
変
更
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
も
し
、
手
続
き
を
忘
れ
た
ま

ま
に
し
て
い
る
と
、
受
給
で
き
る

年
金
の
額
が
少
な
く
な
っ
た
り
、

受
給
で
き
な
く
な
る
な
ど
の
不
利

益
が
生
じ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
手
続
き
を
忘
れ
ず
に
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

■
希
望
す
れ
ば
加
入
で
き
る
方

　

次
の
方
は
、
希
望
す
れ
ば
任
意

加
入
被
保
険
者
と
し
て
、
国
民
年

金
に
加
入
で
き
ま
す
。
加
入
手
続

き
は
市
役
所
市
民
課
市
民
係
で

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

①
海
外
に
住
ん
で
い
る　

歳
以
上

２０

　

歳
未
満
の
日
本
人

６５
②　

歳
未
満
の
老
齢（
退
職
）年
金

６０受
給
者

③　

歳
以
上　

歳
未
満
で
、
老
齢

６０

６５

基
礎
年
金
の
受
給
資
格
期
間
が

足
り
な
い
方
や
年
金
額
を
満
額

に
近
づ
け
た
い
方

④
昭
和　

年
４
月
１
日
以
前
生
ま

４０

れ
で
、
満　

歳
の
時
点
に
お
い

６５

て
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
資
格

期
間
を
満
た
し
て
い
な
い
方

（　

歳
か
ら　

歳
ま
で
の
老
齢

６５

７０

基
礎
年
金
の
受
給
資
格
期
間
を

満
た
す
ま
で
の
期
間
任
意
加
入

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
）

〈
手
続
き
に
必
要
な
も
の
〉

　

年
金
手
帳
、
認
印

＊
退
職（
扶
養
切
れ
）の
方
は
離
職

票
や
喪
失
届
な
ど

　

年
金
相
談
窓
口
を
次
の
と
お
り

時
間
延
長
し
ま
す
。

　

な
お
、
お
越
し
の
際
に
は
、
年

金
手
帳
な
ど
基
礎
年
金
番
号
の
わ

か
る
物
を
持
参
く
だ
さ
い
。

●
２
月　

日（
土
）は

１１

　

午
前
９
時　

分
〜
午
後
４
時

３０

●
２
月
６
日（
月
）・　

日（
月
）・

１３

　

日（
月
）・　

日（
月
）は

２０

２７

　

午
前
９
時
〜
午
後
７
時

年
金
相
談
日

●
日
時

　

２
月　

日（
木
）

２３

　

午
前　

時　

分
〜
午
後
４
時

１０

３０

●
場
所

城
崎
総
合
支
所
２
階
会
議
室

　

昨
年　

月　

日
か
ら
年
金
に
関

１０

３１

す
る
相
談
電
話
と
し
て
、
ね
ん
き

ん
ダ
イ
ヤ
ル
を
開
設
し
ま
し
た
。

ぜ
ひ
、
利
用
く
だ
さ
い
。

●
受
付
時
間

　

午
前
８
時　

分
〜
午
後
５
時

３０

　

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

●
電
話
番
号

▽
年
金
請
求
な
ど
の
年
金
相
談

　

�
０
５
７
０－

　

－

１
１
６
５

０５

▽
年
金
を
受
給
中
の
方
の
相
談

　

�
０
５
７
０－

　

－

１
１
６
５

０７

〈
問
合
せ
〉

▽
兵
庫
社
会
保
険
事
務
局
豊
岡

　

事
務
所
（
豊
岡
市
泉
町
）

　

�　

－

３
１
９
６

２２

▽
市
民
課
市
民
係
ま
た
は
各
総

　

合
支
所
市
民
生
活
課

兵
庫
社
会
保
険
事
務
局
豊
岡

事
務
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

年
金
相
談
窓
口
を
時
間
延
長

こ
の
機
会
に
、　
　
　

ご
自
身
の
年
金
を

　
　

確
認
し
ま
し
ょ
う

「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」を

　
　
　
　

利
用
く
だ
さ
い

就職したとき 

第２号被保険者の 
扶養になったとき 

配偶者が退職したり、 
配偶者の扶養から外 
れたとき 

会社を退職したとき 

就職したとき 

結婚や退職などで 
第２号被保険者の 
扶養になったとき 

お住まいの市区町の国民年金窓口で加入手続き 
勤務先で加入手続き 
配偶者（第２号被保険者）の勤務先を通じて手続き 

厚生年金保険や共済組合
に加入している方（会社
員・公務員など） 

第２号被保険者 

保険料／厚生年金・共済
組合の保険料として一緒
に給料から天引きされます 

日本国内に住所のある２０
歳以上６０歳未満の自営業
者・農林漁業者・フリーター
・学生・無職などの方 

第１号被保険者 

保険料／自分で保険料 
（１３，５８０円）を納めます 
（平成１７年度） 

第２号被保険者に扶養さ
れている２０歳以上６０歳未
満の配偶者（年収１３０万
円未満） 

第３号被保険者 

保険料／配偶者の加入す
る厚生年金・共済組合が
負担しますので自分で納
める必要はありません。 


